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ケ
ー
ジ
っ
て
何
？
』と
い
う
レ
ベ
ル
で
あ

る
」（
４
月
６
日
付
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク「
ト

ン
プ
ソ
ン
真
理
子
の
ま
り
と
ん
塾
」よ
り
）

　

米
国
で
は
ケ
ー
ジ
卵
は
１
パ
ッ
ク
３
ド

ル
、
平
飼
い
は
４
～
５
ド
ル
、
放
し
飼
い

は
７
～
９
ド
ル
。
だ
か
ら
、「
こ
こ
ら
で

『
鶏
の
卵
は
物
価
の
優
等
生（
だ
っ
た
）と

い
う
話
は
誇
る
べ
き
こ
と
で
も
な
い
』と
、

い
い
加
減
理
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
指
摘
す
る
、
と
て
も
共
感
で
き
る
投
稿

だ
っ
た
。

　

農
林
水
産
省
の
外
郭
団
体（
公
社
）畜
産

技
術
協
会
は
２
０
１
５
年
、
業
界
団
体
に

委
託
し
て
実
施
し
た
、
畜
産
動
物
の
飼
養

実
態
調
査
の
結
果
を
公
表
し
た
。
日
本
の

採
卵
鶏
の
約
95
％
が
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
で

飼
わ
れ
、
１
羽
あ
た
り
収
容
面
積
は
Ａ
４

判（
６
２
４
平
方
セ
ン
チ
）よ
り
狭
い
農
場

が
ほ
と
ん
ど
だ
。「
３
７
０
～
４
３
０
平

方
セ
ン
チ
未
満
」の
養
鶏
場
が
最
も
多
く
、

す
し
詰
め
状
態
。
１
ケ
ー
ジ
あ
た
り
収
容

数
２
～
６
羽
が
75
％
に
上
り
、
ケ
ー
ジ
の

高
さ
は「
45
セ
ン
チ
未
満
」と
、
鶏
に
は
き

わ
め
て
窮
屈
な
居
場
所
で
あ
る
。

　

北
海
道
で
は
、
３
千
羽
以
上
の
採
卵
鶏

を
飼
う
養
鶏
場
は
56
戸
、
１
戸
あ
た
り
飼

養
数
は
93
・
７
万
羽（
農
水
省「
畜
産
統

計
」・
22
年
２
月
現
在
）と
大
型
化
し
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
ケ
ー
ジ
飼
育
だ（
注
＝
肉

用
鶏（
ブ
ロ
イ
ラ
ー
）は
全
国
平
均
を
大
き

く
上
回
る
９
戸
、
約
58
万
羽
／
戸
で
、
大

方
が
平
飼
い
方
式
）。

　

も
と
も
と
鶏
は
、
地
面
を
突
つ
い
て
餌

を
つ
い
ば
み
、
砂
浴
び
を
し
て
体
の
汚
れ

を
取
り
除
き
、
暗
く
な
る
と
外
敵
を
避
け

て
高
い
木
に
止
ま
っ
て
休
む
動
物
で
あ
る
。

ケ
ー
ジ
に
収
容
し
た
り
、
狭
い
鶏
舎
に
閉

じ
込
め
て
急
速
に
太
ら
せ
る
こ
と
は
、
動

物
の
習
性
や
生
理
・
生
態
に
適
っ
た
飼
い

方
を
追
求
す
る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

（
Ａ
Ｗ
）の
基
本
に
反
す
る
。

　

採
卵
鶏
の
ケ
ー
ジ
飼
育
は
、
密
飼
い
以

外
に
も
問
題
が
多
く
、
砂
浴
び
場
や
止
ま

り
木
は
設
置
さ
れ
ず
、
８
割
を
超
え
る
採

卵
鶏
は
突
つ
き
合
い
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

に
、
嘴
く
ち
ば
しを
切
断
す
る
ビ
ー
ク
ト
リ
ミ
ン
グ

が
行
な
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
実
態
に
も
関
わ
ら
ず
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど
は「
卵
は
物
価
の
優
等
生
」と
持

て
は
や
し
、
現
場
の
情
報
に
疎
い
多
く
の

消
費
者
は
卵
の
値
段
や
味
に
し
か
関
心
を

示
さ
な
い
。
ど
ん
な
環
境
で
飼
わ
れ
て
い

る
の
か
、
無
知
な
状
態
の
ま
ま
だ
。

　

世
界
の
潮
流
は
、
採
卵
鶏
の「
脱
ケ
ー

ジ
」に
向
か
っ
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）は
２
０
１
２
年
か
ら

採
卵
鶏
の
ケ
ー
ジ
飼
育
を
禁
止
す
る
方
針

を
決
定
し
た
。
掲
載
し
た
表
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校「
遊
」主
催
の
Ａ

Ｗ
講
座（
今
年
３
月
開
催
）の
講
師
を
務
め

た
、
麻
布
大
学
獣
医
学
部
教
授（
農
業
経

済
学
）の
大
木
茂
さ
ん
が
世
界
の
ケ
ー
ジ

フ
リ
ー
卵
の
割
合
を
ま
と
め
た
も
の
だ
。

　

Ｉ
Ｅ
Ｃ（
国
際
鶏
卵
委
員
会
）加
盟
の
Ｅ

Ｕ
諸
国
の
う
ち
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ド
イ

ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
５
カ
国
は
、
す
で
に
８
割
以
上

の「
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
卵
」を
実
現
。
フ
ラ
ン

ス
も
倍
増
し
て
い
る
が
、
旧
東
欧
諸
国
は

緩
や
か
な
伸
び
に
と
ど
ま
る
。
Ｅ
Ｕ
以
外

に
目
を
転
じ
る
と
、
日
本
よ
り
ケ
ー
ジ
比

率
が
高
い
国
は
、
メ
キ
シ
コ
や
中
国
、
イ

ン
ド
な
ど
数
カ
国
に
す
ぎ
な
い
。

　

い
つ
も
日
本
の
畜
産
業
界
が
お
手
本
に

し
て
き
た
米
国
で
は
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
の

ルポライター
滝川 康治

〝農と食〟〝農と食〟
北の大地から北の大地から

連載第 200 回

アニマルウェルフェアの現在
採卵鶏などの「脱ケージ」をめぐって

卵
の
値
段
や
品
質
に
関
心
は
あ
っ
て
も
、
ど
ん
な
過
酷
な
環

境
で
鶏
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
の
か
知
ろ
う
と
も
し
な
い
多

く
の
日
本
人
。
９
割
前
後
の
市
民
が
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア（
家
畜
福
祉
・
Ａ
Ｗ
）に
対
す
る
関
心
を
示
し
、
新
た
な
法

律
の
制
定
を
求
め
て
署
名
運
動
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

を
展
開
す
る
欧
州
の
市
民
た
ち
─
─
。
今
、
採
卵
鶏
の
ケ
ー

ジ
飼
育
を
廃
止
し
て「
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
卵
」の
生
産
・
流
通
に

転
換
す
る
国
が
増
え
る
中
で
、
日
本
は
世
界
の
潮
流
か
ら
取

り
残
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
を
少
し
で
も

読
者
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
農
林
水
産
省
の
外
郭
団
体

が
実
施
し
た
飼
育
実
態
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
研
究
者
に
よ

る
調
査
、
民
間
の
Ａ
Ｗ
団
体
が
企
画
し
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の

内
容
を
紹
介
し
、
今
後
の
日
本
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

で
卵
の
値
段
が
高
く
な
っ
た
今
春
、
知
人

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
米
国
在
住
の
日
本
人
女
性
に

よ
る
、
こ
ん
な
投
稿
が
シ
ェ
ア
さ
れ
た
。

「
…
今
一
度
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。『
動
物

が
産
出
す
る
商
品（
卵
、
ミ
ル
ク
、
肉
な

ど
）は
、そ
の
動
物
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）

が
値
段
に
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
』こ

と
を
…
。
養
鶏
業
者
が
良
心
的
だ
か
ら
安

く
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
く
、
鶏
さ
ん
自

身
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
。
日
本
で
は
、
ま
だ
ま
だ
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
動
物
の
福
祉
）の
視

点
が
足
り
な
さ
す
ぎ
る
。
海
外
で
は
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
で
さ
え
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ（
箱

状
の
檻
）か
ら
の
卵
を
買
う
こ
と
を
禁
止

し
て
い
る
の
に
、
日
本
で
は『
バ
タ
リ
ー

日
本
の
採
卵
鶏
で
は
95
％
に
上
る

「
ケ
ー
ジ
飼
育
」は
Ａ
Ｗ
に
反
す
る

欧
州
が
先
行
し
、
米
国
は
後
追
い

ア
ジ
ア
圏
に
も
取
り
残
さ
れ
る
日
本

▲道内には数少ない放牧養鶏を手がける農場も（栗山
町の The 北海道ファームで）

◀鶏には外敵を避けるために止まり木に上って休む
習性がある（厚真町の小林農園で）

消
費
者
の「
安
け
れ
ば
い
い
」意
識
で

世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
家
畜
福
祉

日本の採卵鶏の 95％はバタリーケージに収容され、自由に地面を歩き回れずに短い生涯を終える。１羽あたり平均飼育面積はＡ４判より狭く、
世界の潮流が「脱ケージ」に向かう中で日本は取り残されている（写真提供：認定ＮＰＯ法人アニマルライツセンター）
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す
で
に
一
部
規
制
が
あ
る
採
卵
鶏
や
母
豚

な
ど
へ
の
ケ
ー
ジ
飼
育
の
制
限
に
加
え
、

ウ
サ
ギ
や
若
鶏
、
種
鶏
、
ア
ヒ
ル
な
ど
も

規
制
の
対
象
に
す
る
も
の
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
主
導
し
て
き
た
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｆ
は
、
23
年

中
の
Ｅ
Ｕ
委
員
会
に
よ
る
法
律
案
の
作
成

と
、
翌
年
の
法
制
化
の
実
現
に
向
け
て
活

動
を
続
け
て
い
る
。

　

６
月
30
日
、
一
連
の
活
動
を
推
進
す
る

Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｆ
の
欧
州
責
任
者
、
オ
ル
ガ
・
キ

コ
ウ
さ
ん
を
講
師
に
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
が
開
か
れ
た
。
主
催
者
は
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
の
実
践
農
場
や
加

工
・
流
通
関
係
者
、
研
究
者
、
消
費
者
ら

で
つ
く
る
Ａ
Ｗ
Ｆ
Ｃ
Ｊ（
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
・
フ
ー
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ジ
ャ
パ
ン
。
矢
崎
栄
司
代
表
）。
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
に
は
２
５
０
人
を
超
え
る
参
加
申

し
込
み
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

オ
ル
ガ
さ
ん
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
は
Ａ
Ｗ
の
ほ
か
、
環
境
関
連
や
小
規
模

な
生
産
者
ら
合
わ
せ
て
１
７
０
団
体
の
参

加
が
あ
り
、
署
名
や
多
言
語
で
の
情
報
発

信
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
新
聞
広
告
の
掲
載
、

著
名
人
の
協
力
な
ど
を
実
施
し
た
こ
と
を

紹
介
。
そ
れ
ら
の
結
果
、
欧
州
議
会（
議

席
数
７
０
５
人
）の
中
に
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
が
り
、

左
右
の
政
治
志
向
を
超
え
た
同
意
が
得
ら

れ
た
、
と
語
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
た
が
、
筆
者
が
印
象
に
残
っ
た
講
師
の

コ
メ
ン
ト（
要
旨
）を
記
し
て
お
く
。

「
Ｅ
Ｕ
市
民
を
対
象
に
し
た
世
論
調
査
の

結
果
、
94
％
が
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

の
推
進
を
支
持
し
、
84
％
の
人
が
現
在
よ

り
向
上
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。（
実
際

に
は
）多
く
の
人
は
動
物
の
飼
育
実
態
に

つ
い
て
知
ら
な
い
の
で
、
そ
の
悲
惨
な
環

境
に
焦
点
を
当
て
、
よ
り
良
い（
改
善
の
）

方
法
を
提
起
す
る
と
い
い
」

間
に「
脱
ケ
ー
ジ
」の
動
き
が
進
ん
だ
。

　

16
年
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
８
割

近
い
住
民
に
よ
る
賛
成
を
受
け
、
採
卵
鶏

や
子
牛
、
繁
殖
豚
を
狭
い
空
間
で
飼
う
こ

と
を
禁
じ
る
法
案
が
可
決
さ
れ
、
先
鞭
を

つ
け
た
。
08
年
に
行
な
わ
れ
た
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
住
民
投
票
で
は
ケ
ー
ジ
廃
止

派
が
圧
勝
し
た
が
、
同
州
の
法
律
に
は
飼

育
ス
ペ
ー
ス
の
面
積
要
件
が
な
い
な
ど
問

「
産
業
的
な
畜
産
は
、
気
候
変
動
や
森
林

伐
採
、
生
物
多
様
性
の
消
失
な
ど
に
大
き

な
影
響
を
与
え
、（
環
境
に
対
す
る
）汚
染

源
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
抗
生
物
質
の

投
与
は
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
レ

ベ
ル
が
低
い
飼
育
条
件
を
補
い
、
動
物
由

来
の
感
染
症
の
温
床
に
も
な
る
」

「
Ｅ
Ｕ
は
ケ
ー
ジ
飼
育
の
影
響
に
つ
い
て
、

欧
州
食
品
安
全
機
関（
Ｅ
Ｆ
Ｓ
Ａ
）に
調
査

を
依
頼
し
、
同
機
関
は
科
学
的
根
拠
を
基

に『
ケ
ー
ジ
飼
育
の
動
物
の
ほ
う
が
苦
し

む
』と
明
確
に
位
置
づ
け
た
。
ど
の
飼
育

シ
ス
テ
ム
で
も
鶏
の
突
つ
き
合
い
や
カ
ニ

バ
リ
ズ
ム（
共
食
い
）は
起
き
る
が
、
ケ
ー

ジ
飼
育
で
は
鶏
が
危
険
か
ら
逃
れ
る
た
め

の
行
動
を
制
限
し
て
し
ま
う
」

「
市
民
と
市
民
グ
ル
ー
プ
が
変
化
を
求
め
、

『
動
物
を
よ
り
良
く
守
ろ
う
』と
声
を
上
げ

る
と
政
治
家
も
動
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

ま
た
、
国
家
間
の
取
引
や
環
境
問
題
も
重

要
な
役
割
を
果
た
す
。
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
家
庭
に
も
情
報
が

届
く
─
─
変
化
は
速
く
訪
れ
て
お
り
、
日

本
が
他
地
域
に
追
い
つ
く
に
は
、
さ
ほ
ど

時
間
は
か
か
ら
な
い
だ
ろ
う
」

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
２
日
前
、
農
水
省
は

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
指
針
を
公
表

し
た
。
家
畜
の
種
類
ご
と
に
推
奨
事
項
を

ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
具
体
的
な
数
値
目

標
は
示
さ
れ
ず
、
採
卵
鶏
の
ケ
ー
ジ
飼
育

も
容
認
し
て
い
る
。
飼
育
環
境
の
改
善
を

促
す
に
と
ど
ま
り
、
違
反
し
て
も
罰
則
は

な
い
。
法
制
化
を
推
進
す
る
Ｅ
Ｕ
の
生
き

方
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
外
資
系
の
一
部
ホ
テ
ル
で

は
、
25
年
ま
で
に
使
用
す
る
鶏
卵
を
す
べ

て
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
化
す
る
こ
と
を
決
定
。

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
は
、
平
飼
い
卵
を
全
店

舗
で
扱
う
取
り
組
み
を
継
続
中
だ
。
大
手

量
販
店
で
も
平
飼
い
卵
を
販
売
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
本
誌
23
年
３
月
号
で
紹
介
し

た
、
胆
振
管
内
厚
真
町
の
小
林
農
園
の
よ

う
な
モ
デ
ル
事
例
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
実
践
に
学
び
つ
つ
、
よ
り
多

く
の
消
費
者
が「
安
け
れ
ば
い
い
」と
い
う

意
識
を
変
え
て
い
け
る
の
か
─
─
ま
だ
ま

だ
課
題
は
多
い
。

　

※
筆
者
が
編
集
お
よ
び
一
部
執
筆
し
た

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
入
門
ガ
イ
ド

が
、
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校「
遊
」か
ら
刊
行

さ
れ
た
。
Ａ
５
判
56
ペ
ー
ジ
の
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト（
無
料
）で
、「
家
畜
福
祉
を
め
ぐ
る

歴
史
と
い
ま
」「
北
海
道
の
実
践
農
場
訪
問

記
」「
畜
産
動
物
以
外
の
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」

を
軸
に
構
成
。
問
い
合
わ
せ
、
お
求
め
は

「
遊
」（
☎
０
１
１
・
２
５
２
・
６
７
５
２
）

ま
た
は
滝
川（
☎
０
９
０
・
９
０
８
５
・

９
０
７
８
）ま
で
。

「End the Cage Age キャンペーン」の様子（セミナーのスライド画面から）

日本の家畜福祉団体のセミナーで講
演するＣＩＷＦ欧州代表のオルガ・
キコウさん

表．世界の採卵鶏におけるケージフリー卵の割合（作成：大木茂）
（出典：ＩＥＣデータおよび『鶏鳴新聞』記事）

員
会
に
対
し
て
市
民
が
立
法
提
案
で
き
る

─
─
と
い
う
仕
組
み
だ
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
し
、
家
畜
を
ケ
ー
ジ

に
閉
じ
込
め
る
時
代
を
終
わ
り
に
し
よ

う
と
い
う「End the Cage Age

」キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
18
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
英
国
の

家
畜
福
祉
団
体
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｆ（Com

passion 

in W
orld Farm

ing

）が
主
導
す
る
も
の

で
、
18
年
か
ら
１
年
間
に
わ
た
っ
て
行
な

わ
れ
た
署
名
運
動
で
は
、
28
カ
国
で
１
４

０
万
人
の
賛
成
署
名
を
集
め
た
。

　

欧
州
委
員
会
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を「
よ
り
倫
理
的
で
、
持
続
可
能
な
畜
産

シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
」を
求
め
る
社
会
の

要
請
と
評
価
。
21
年
６
月
に
は
、
畜
産
業

の
ケ
ー
ジ
飼
育
を
段
階
的
に
な
く
し
、
最

終
的
に
禁
止
す
る
法
令
を
23
年
末
ま
で
に

提
案
す
る
と
発
表
し
た（
21
年
７
月
２
日

付
け『
日
本
貿
易
振
興
機
構〔
ジ
ェ
ト
ロ
〕

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
』な
ど
参
照
）。
法
案
は
、

題
点
が
あ
っ
た
。
再
び
住
民
投
票
の
結
果
、

昨
年
か
ら
同
州
内
で
生
産
・
流
通
す
る
鶏

卵
は
、
す
べ
て
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
に
す
る
よ

う
義
務
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

他
の
７
州
で
も
、
ケ
ー
ジ
卵
の
生
産
・

販
売
禁
止
や
飼
育
面
積
の
拡
大
な
ど
を
義

務
づ
け
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
動
き
が
加

速
し
て
い
る
。
掲
示
し
た
表
で
も
、
16
年

ま
で
１
桁
台
だ
っ
た
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
卵
の

比
率
が
急
伸
。「
脱
ケ
ー
ジ
」の
目
標
年
に

掲
げ
る
25
年
が
迫
る
中
で
、
ス
ー
パ
ー
や

食
品
加
工
業
、
外
食
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
需

要
が
拡
大
し
て
い
る
。
米
国
に
本
部
が
あ

る
動
物
保
護
団
体「
ザ
・
ヒ
ュ
ー
メ
ン
・

リ
ー
グ
」の
日
本
代
表
・
上
原
ま
ほ
さ
ん

の
話
で
は
、
一
昨
年
の
時
点
で
全
米
の
生

産
に
占
め
る
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
卵
の
割
合
は

29
％
に
達
し
た
と
い
う
。

　

前
出
・
大
木
さ
ん
の
調
査
に
よ
る
と
、

ア
ジ
ア
圏
で
は
平
飼
い
養
鶏
の
詳
細
な
基

準
を
つ
く
る
一
方
で
、
す
べ
て
の
鶏
卵
に

生
産
方
法
を
印
字
し
、
消
費
者
に
購
入
の

判
断
を
ゆ
だ
ね
る
取
り
組
み
が
本
格
化
し

て
い
る
そ
う
だ
。
中
国
で
は
一
昨
年
に

ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
の
基
準
が
策
定
さ
れ
、
台

湾
で
は
昨
年
か
ら
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売

さ
れ
る
す
べ
て
の
鶏
卵
に
生
産
方
法
を
番

号
で
ス
タ
ン
プ
す
る
規
則
を
導
入
。
韓
国

で
も
飼
養
方
式
を
表
す
印
字
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
と
い
う
。

　

残
念
な
が
ら
、
日
本
で
は
こ
う
し
た
動

き
は
見
ら
れ
ず
、
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
が
導

入
さ
れ
た
60
年
代
と
飼
育
環
境
は
大
き
く

変
わ
ら
な
い
。
近
年
、
世
界
の
投
資
家
が

リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
企
業
の
Ａ
Ｗ

政
策
の
達
成
度
を
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
や
日
本
ハ
ム
、

明
治
Ｈ
Ｄ
な
ど
の
大
企
業
は
軒
並
み
低
い

評
価
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
世
界

動
物
保
護
協
会（
Ｗ
Ａ
Ｐ
）が
50
カ
国
を
対

象
に
20
年
に
実
施
し
た
Ａ
Ｗ
に
対
す
る
評

価
で
、
日
本
は
最
低
ラ
ン
ク
の「
Ｇ
」。
国

民
の
認
知
度
や
関
心
は
低
く
、
関
連
企
業

の
取
り
組
み
も
ま
だ
ま
だ
弱
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
世
界
の「
脱
ケ
ー
ジ
」に

向
け
た
動
き
は
、
Ｅ
Ｕ
が
先
行
し
、
米
国

が
後
を
追
い
、
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
が
続
く

と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
人
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
が
、
Ｅ

Ｕ
に
は
市
民
の
声
を
政
策
に
反
映
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の「
欧
州
市
民
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ（
Ｅ
Ｃ
Ｉ
）」と
い
う
制
度
が
あ
る
。

加
盟
す
る
７
カ
国
以
上
で
有
効
投
票
の
合

計
１
０
０
万
人
以
上
の
賛
成
署
名
が
得
ら

れ
る
と
、
Ｅ
Ｕ
の
政
府
に
あ
た
る
欧
州
委

１
４
０
万
人
の
賛
成
署
名
を
集
め

欧
州
委
員
会
に
Ａ
Ｗ
の
立
法
提
案

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。


